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幼児の運動能力における40年間の推移
―同一幼稚園の体力測定の結果から―
Trajectory during 40 years of physical fitness in infant
- Investigation in single kindergarten -
上出　香波
Kanami KAMIDE
Ⅰ．研究背景
　近年、本邦における子どもの体力低下が指摘
されいる。実際、文部科学省が行っている「体
力・運動能力調査」によると、調査を開始した
1964（昭和39）年ごろから1975（昭和50）年ご
ろまでは体力は向上傾向を示し、その後1985（昭
和60）年ごろまでは体力が維持される傾向と
なった後に、1985年以降は低下傾向が続いてい
ると報告されている1.2）。端的に言えば、子ども
の体力は親世代が子どもの頃と比較して、明ら
かに下回った状態にあるということである。
　子どもの体力低下は、体育や日々の遊びの中
で、骨折などの運動器系の事故を引き起こすリ
スクを高める可能性もあるが、青年期以降の健
康障害を引き起こす可能もある。事実、17か国
で14万人以上の成人を対象とした大規模疫学研
究において、体力指標の一つである握力が低い
と循環器系疾患による死亡率が高くなることが
実証されている２）。さらにこの研究では、日本
のような先進国では握力が高いと癌の発症率が
低くなることも示されている３）。すなわち、現
在は世界的長寿を達成した我が国ではあるが、
子どもの体力低下が続くことで、子どもが成人
に達した時に　現在よりも健康状態が悪化し、
生活習慣病などの疾病罹患率が高くなり、結果
的に寿命が現在よりも短くなる可能性も考えら
れる。さらには、生活習慣病などの疾病罹患率
が高くなり、国民全体の健康状態が悪化するこ
ととなれば、国民医療費も増大することとなる。
人口の高齢化の進展により、社会保障費用の増
大と予算の逼迫が課題となっているわが国にお
いては、早急な対策が求められる課題であると
言える。
　子どもの体力低下については、前述の文部科
学省における「体力・運動能力調査」の結果を
論拠としたものであるが、この調査では就学以
降の児童を対象とした調査である。つまり、小
学生や中学生における児童の体力低下を示すも
のである。一方で、就学前の幼児を対象とした
調査は少なく、幼児の体力も小学生や中学生と
同様な体力の時代的推移を示すのかどうかは定
かではない。無論、幼児を対象とした体力に関
する調査が皆無であるわけでもない。杉原らは、
1966（昭和41）年から2002（平成14）年までの
約40年間にわたる幼児の運動能力に関する時代
的調査を全国規模で行った結果を報告している
4.5）。この調査報告では、調査開始の1966年から
1973（昭和48）年までは体力の向上を認めたが、
その後1986（昭和61）年までは体力の向上が停
滞したのち、2002年までにかけて体力低下が続
いていることを報告している。ただし、1986年、
1997（平成９）年における体力低下が顕著に大
きく、1997年から2002年における体力低下の傾
向はやや鈍化していると報告している4.5）。さら
に、幼児の運動能力に関する全国調査は2008（平
成20）年にも実施され、2002年の調査結果との
比較も報告されているが、2002年と2008年では
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ほぼ差がなくなり、維持されている傾向が認め
られている６）。これらの調査結果は文部科学省
による調査ではないが、全国の保育園と幼稚園
からサンプル抽出し、またサンプル数も多いた
め、全国的な幼児の体力の傾向を反映している
と想定される。しかし、2008年以降は幼児の体
力に関する調査がなく、完全に体力低下の状態
が下げ止まりに至ったか否かは定かではない。
　子どもの体力低下に対する効果的な対策を立
案していくためには、就学以降の児童の体力の
時代的変化を明確にするだけでなく、幼児の体
力の時代的変化についてもその傾向を明確にし
ておくことが重要である。仮に幼児の体力低下
が下げ止まりの状態にあるとすれば、就学以降
の体力低下に対する介入が重要であるとも考え
られるが、幼児の体力低下が現在でもまだ継続
しているのであれば、幼児期の体力低下から介
入を行なわなければ、子どもの体力低下に歯止
めをかけることはできないのではないかと考え
られる。そこで、本研究では、同一の幼稚園で
行われた1978年から2018年までの最新の体力測
定の結果を分析し、直近40年間にわたる幼児の
体力の時代的変化について明らかにすることを
目的とした。
Ⅱ．方法
１．対象
　A幼稚園に1978（昭和53）年４月から2018（平
成30）年６月現在までに、当該幼稚園の年少ク
ラス、年中クラス、年長クラスに在籍していた
幼児とした。ただし、年少クラスについては、
1978 ～ 1981年のデータが欠損していたため、
1982（昭和57）年から2018（平成30）年までに
在籍していた児のデータを解析対象とした。な
お、年少クラスは年度内に３歳から４歳になる
児（以下、年少児）、年中クラスは４歳から５
歳になる児（以下、年中児）、年長クラスは５
歳から６歳になる児（以下、年長児）がそれぞ
れ在籍しているクラスであった。また、年度に
より多少人数の変動があったものの、各年度概
ね年少児100名程度、年中児150名程度、年長児
150名程度が在籍していた。
２．調査方法
　A幼稚園に1978年から2018年に在籍していた
年少児、年中児、年長児がおこなった体力測定
４種目それぞれについて、1978 ～ 2018年まで
の１年ごとに、各クラスと性別にわけて４種類
の体力測定の結果の平均値を幼稚園から提供を
受けた。つまり、年長、年中、年少各クラスの
男児と女児の体力測定４種目それぞれの平均値
について40年間分提供を受けた。従って、個々
の幼児の体力測定の結果については提供を受け
ていない。
　実施された体力測定４種目は、“25m走”、“片
足けんけん”、“立ち幅跳び”、“身体支持”であっ
た。体力測定の実施は、A幼稚園の教員によっ
て行われたものである.25メートル走は、園庭
で25mの直線距離を走り、その通過時間を測定
した。片足けんけんは、室内に５m四方の正方
形を描き、その正方形の直上を片足けんけんで
移動し続けられる距離を測定した。すなわち、
両足を地面につけることなく、片足けんけんで
移動し続けた距離である。立ち幅跳びは、室内
で両足揃えた状態で前方に跳び、最大の跳躍距
離を測定した。身体支持は、園庭にて高さ２m
の雲梯に両手で掴まり、児が自分の身体を両上
肢の力のみで支え続けられる時間を測定した。
３．倫理的配慮
　A幼稚園に体力測定の結果に関する資料の研
究利用について説明をおこない、責任者から同
意を得た後、1978 ～ 2018年までの各年、各ク
ラスの男児と女児の４種目の体力測定結果の平
均値のみ提供を受けた。従って、本研究では個
人情報保護法に基づく個人情報（個人を識別可
能なあらゆる情報）は一切扱っておらず、また
研究者は本研究の実施に際して、A幼稚園の児
に関する個人情報の閲覧も一切おこなっていな
い。
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４．統計学的分析
　年中児と年長児については1978（昭和53）年
からの40年間、年少児については最初の４年間
のデータが欠損していたため、1982（昭和57）
年からの36年間の各運動能力の結果に対して統
計学的分析を行った。40年間または36年間にお
ける、４つの運動能力テストの結果については、
年齢別、男女別に層化して、それぞれ平均値お
よび標準偏差を算出した。その後、各年齢にお
ける４つの運動能力テストの結果に対する男女
差については、対応のないt検定にて分析をし
た。また、各性別における、年齢による４つの
運 動 能 力 テ ス ト の 結 果 の 比 較 に は、
Jonckheere-Terpstraの傾向検定を用いて分析
した。
　次に、40年間または36年間における、４つの
運動能力テストの時代的変化について、線形回
帰および非線形回帰（二次曲線）を用いて分析
をおこなった。ただし、年少児の片足けんけん、
身体支持についてはデータの欠損が多く、妥当
な回帰分析を行うことができなかったため、こ
の２つの運動能力テストに関しては回帰分析を
実施しなかった。線形回帰または非線形回帰に
おける回帰式の適合性の評価に対しては、それ
ぞれの回帰式の赤池情報量基準（AIC）を算出
し、AICの数値が小さい値となる回帰式を時代
的変化の説明する最適な回帰式として採用し
た７）
　統計学的有意水準は５％とし、統計学的分析
には統計解析ソフトR ８）およびEZR ９）を用い
て分析を行った。
Ⅲ．結果
１．運動能力テストの男女差と年齢による違い
　年少児の36年間、年中児および年長児の40年
間における、年齢別、男女別の25m走、片足け
んけん、立ち幅跳び、身体支持の結果を表１お
よび図１に示す。25m走および立ち幅跳びにつ
いては、全ての年齢で男女差が認められ、男児
は女児よりも25m走は速く、立ち幅跳びは距離
が長いことが統計学的に示された。片足けんけ
んについては、年少児では男女差がなかったが、
年中児および年長児では男女差が認められ、女
児は男児よりも有意に距離が長かった。一方、
身体支持については、男女差は認められなかっ
た。次に、25m走、片足けんけん、立ち幅跳び、
身体支持の結果について、年齢の影響を男女別
に検討すると、全ての運動能力テストにおいて、
年少から年長になるに従い、徐々に運動能力が
向上することが認められた（表１、図１）。す
なわち、25m走は徐々に速くなり、片足けんけ
んと立ち幅跳びは徐々に距離が延び、身体支持
は徐々に時間が伸びることが示された。
２．運動能力テストの時代的変化
　前記の分析結果のとおり、運動能力テストに
は年齢および性別の影響があるため、年齢別お
よび男女別に、各運動能力テストの時代的変化
を線形回帰および非線形回帰にて分析した。
　年長児の運動能力の時代的変化については図
２、図３および表２に示す。年長児の25m走で
は、男児および女児ともに、線形回帰にて有意
な回帰式が得られ、またAICでも線形回帰の回
帰式が最適であることが示された。すなわち、
年長児の25m走は男女ともに40年間直線的に
25m走の時間が延長していることが示された
（図２A、図３A）。また、25m走の時間の延長
量は0.01秒／年と男女ともに同程度であった
が、これは40年間で0.4秒遅くなったことにな
る（表２）。一方で、片足けんけんと立ち幅跳
びについては、男女ともに線形回帰および非線
形回帰ともに有意な回帰式が得られたが、AIC
の結果より非線形回帰が最適であることが示さ
れた（表２）。すなわち、男女ともに2008（平
成20）年ごろまでは片足けんけんと立ち幅跳び
は直線的な低下を示したが、その後は維持また
はやや向上傾向になるU字または逆J字状の変
化であった（図２B、図２C、図３B、図３C）。
一方、身体支持については、男児では線形回帰
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および非線形回帰ともに有意な回帰式が得られ
たが、AICの結果より非線形回帰が最適である
ことが示された（表２）。すなわち、身体支持
についても、片足けんけんや立ち幅跳びと同じ
傾向の変化であった。しかし、女児では線形回
帰も非線形回帰も有意な結果が得られず、一定
の傾向はないことが示された（表２、図３D）。
　年中児については、男児の25m走では直線回
帰にて有意かつ最適な回帰式を得ることができ
た （表３、図４A）。すなわち、年長児と同様
に40年間直線的に25m走が遅くなることが示さ
れ（図４A）、その変化も年長児と同じであった。
一方、女児の25m走では、線形回帰も非線形回
帰も有意な結果が得られず、一定の傾向はない
ことが示された（表３、図４A）。片足けんけ
んと立ち幅跳びについては、男女ともに年長児
年少から年長児における男女の各運動能力テストの結果を示す。結果のグラフはそれぞれ、 
（A）25ｍ走、（B）片足けんけん、（C）立幅飛び、（D）身体支持、の結果を示す。
図１．年少から年長児における運動能力
表１．年少から年長児における運動能力の結果概要
　 　 年少児 年中児 年長児 p for trend†
25m走 男児 8.87±0.43 7.27±0.23 6.36±0.16 <0.001
（秒） 女児 9.25±0.54 7.49±0.36 6.55±0.23 <0.001
片足けんけん 男児 5.05±1.63 16.55±4.51 39.98±8.70 <0.001
（cm） 女児 7.40±0.29 20.06±4.47 44.19±8.41 <0.001
立ち幅跳び 男児 61.21±7.13 84.48±6.70 109.52±5.68 <0.001
（cm） 女児 55.68±5.76 77.42±6.57 100.02±5.98 <0.001
身体支持 男児 37.01±15.75 45.97±16.18 77.84±20.05 <0.001
（秒） 女児 45.47±14.42 50.76±17.34 87.86±22.96 <0.001
†：Jonckheere-Terpstraの傾向検定での年齢による運動能力の比較
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年長男児における各運動能力テストの40年間の推移を示す。結果のグラフはそれぞれ、（A）25ｍ走、（B）片足けんけん、
（C）立幅飛び、（D）身体支持、の結果を示す。グラフ中の実線は、AICから判断した統計学的に最適な回帰式を示して
いる。
図２．年長男児の40年間の体力測定の変化
年長女児における各運動能力テストの40年間の推移を示す。結果のグラフはそれぞれ、（A）25ｍ走、（B）片足けんけん、
（C）立幅飛び、（D）身体支持、の結果を示す。グラフ中の実線は、AICから判断した最適な回帰式を示している。身体
支持については、統計学的有意な回帰式が得られなかったため描出していない。
図３．年長女児の40年間の体力測定の変化
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と同じ結果であった。すなわち、非線形回帰に
て有意かつ最適な回帰式が得られた（表３）。
ただし、男児の片足けんけんについては、1998
（平成10年）頃より維持・向上の傾向を示した
が（図４B）、男児の立ち幅跳びと女児の片足
けんけん及び立ち幅跳びは、年長児と同様に平
表２．年長児の運動能力における回帰分析による40年間の時代的変化
　 　 線形回帰 非線形回帰（二次曲線）†
　 　 係数 切片 寄与率 AIC‡ 係数１ 係数２ 切片 AIC‡
25m走 男児   0.01***  6.19*** 0.43 -42.28 0.01 0.00  6.19*** -40.33
（秒） 女児  0.01**  6.35*** 0.28  -9.59 0.01 0.00  6.36***  -7.60
片足けんけん 男児  -0.43*** 47.75*** 0.30 216.13 -1.75*** 0.03*** 56.21*** 203.36
（cm） 女児  -0.43*** 51.77*** 0.30 216.72 -1.71*** 0.03*** 59.96*** 205.28
立ち幅跳び 男児 -0.22** 112.49*** 0.20 190.20 -1.00*** 0.02** 117.47** 181.00
（cm） 女児 -0.24** 103.80 0.18 198.20 -1.18*** 0.02*** 109.86*** 186.90
身体支持 男児 -0.75*  92.37*** 0.16 272.16 -2.95** 0.06* 106.42*** 268.30
（秒） 女児 -0.46  98.28*** 0.02 285.22 -1.69 0.03 106.23*** 286.07
†：y=切片+係数１×time＋係数２×time ２ 
‡：赤池情報量基準
*; p<0.05, **; p<0.01, ***; p<0.001
年中男児における各運動能力テストの40年間の推移を示す。結果のグラフはそれぞれ、（A）25ｍ走、（B）片足けんけん、
（C）立幅飛び、（D）身体支持、の結果を示す。グラフ中の実線は、AICから判断した統計学的に最適な回帰式を示して
いる。25ｍ走については、統計学的有意な回帰式が得られなかったため描出していない。
図４．年中男児の40年間の体力測定の変化
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成20年ごろより維持・向上傾向を示していた（図
４C、図５B、図５C）。身体支持に関しては、
男女ともに非線形回帰にて最適な回帰式が得ら
れた（表３）。男女ともに平成20年ごろまでは
身体支持時間が短縮していたが、その後は維持
する傾向になっていた（図４D、図５D）。
　年少児については、25m走と立ち幅跳びの時
代的変化のみ分析した。年少男児の25m走では、
年中女児における各運動能力テストの40年間の推移を示す。結果のグラフはそれぞれ、（A）25ｍ走、（B）片足けんけん、
（C）立幅飛び、（D）身体支持、の結果を示す。グラフ中の実線は、AICから判断した最適な回帰式を示している。25ｍ
走については、統計学的有意な回帰式が得られなかったため描出していない。
図５．年中女児の40年間の体力測定の変化
表３．年中児の運動能力における回帰分析による40年間の時代的変化
　 線形回帰 非線形回帰（二次曲線）†
　 係数 切片 寄与率 AIC‡ 係数１ 係数２ 切片 AIC‡
25m走 男児 　0.01** 7.11*** 0.20 -3.52 0.01 0.00 7.12 -1.56
（秒） 女児 0.01 7.30*** 0.07 28.69 0.01 0.00 7.28*** 30.66
片足けんけん 男児 -0.13 18.54*** 0.07 182.56 -0.800*** 0.02** 22.85*** 173.92
（cm） 女児 -0.27*** 24.54*** 0.46 167.84 -0.66*** 0.01*** 27.04*** 164.51
立ち幅跳び 男児 -0.19 86.62*** 0.09 203.97 -1.10*** 0.02** 92.46*** 196.30
（cm） 女児 -0.19 80.11*** 0.08 206.70 -1.08** 0.02** 85.84*** 200.28
身体支持 男児  -0.73** 57.98 0.27 253.93 -2.47** 0.04* 69.00*** 249.37
（秒） 女児   -0.99*** 67.69*** 0.45 248.86 -2.23** 0.03 76.05*** 246.54
†：y=切片+係数１×time＋係数２×time ２ 
‡：赤池情報量基準
*; p<0.05, **; p<0.01, ***; p<0.001
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線形回帰にて有意かつ最適な回帰式が得られた
（表４）。つまり、直線的に25m走の時間が延長
していた（図６A）。ただし、時間の延長量は0.03
秒／年で、36年間では25m走が約１秒間遅く
なったこととなり、年長や年中での変化より顕
著に大きな変化であった。しかし、女児では非
線形回帰にて有意かつ最適な回帰式が得られ
（表４）、平成10年ごろを底とするU字状の変化
を示した（図７A）。すなわち、初期には25m
走が遅くなる経過を示したが、その後は一転し
て向上して回復する傾向を示した。一方、立ち
幅跳びに関しては、男女ともに線形回帰にて有
意かつ最適な回帰式を得た。つまり、立ち幅跳
びは直線的に距離の短縮が認められ、その短縮
量は男児で0.47cm ／年、女児で0.41 cm ／年で、
36年間では男児で約17cm、女児で約15cmの短
年少男児における各運動能力テストの40年間の推移を示す。結果のグラフはそれぞれ、（A）25ｍ走、（B）立幅飛び、の
結果を示す。グラフ中の実線は、AICから判断した統計学的に最適な回帰式を示している。
図６．年少男児の36年間の体力測定の変化
年少女児における各運動能力テストの40年間の推移を示す。結果のグラフはそれぞれ、（A）25ｍ走、（B）立幅飛び、の
結果を示す。グラフ中の実線は、AICから判断した統計学的に最適な回帰式を示している。
図７．年少女児の36年間の体力測定の変化
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縮となった（表４）（図６B、図７B）。
Ⅳ．考察
　本研究は、2018年までの直近40年間の年少か
ら年長児の体力測定結果の時代的変化について
分析を行った。就学以降の児童や成人、高齢者
の体力測定の時代的変化については、文部科学
省が毎年調査を行っているため、直近までの時
代的変化を把握することができている。しかし、
幼児については文部科学省による調査はなく、
また全国調査を実施している先行研究でも2008
年までの調査結果までしかないため、直近まで
の幼児の体力に関する時代的変化は明らかでは
ない。1978年から直近の2018年までの幼児の体
力測定の時代的変化を分析した本研究の意義は
大きいと考える。
　本研究では単一の幼稚園において実施され
た、直近までの40年間にわたる４種目の体力測
定の結果を分析した。なお、体力測定の結果に
は年齢や性別の影響がみられるため、40年間の
推移については、性別・年齢にわけて分析をお
こなった。その結果、年長児と年中児について
は、男女ともに、片足けんけん、立幅飛び、身
体支持、の３種目については概ねU字カーブま
たは逆J字カーブを描く変化を示していた。そ
の変化は、2008（平成20）年ごろまで低下傾向
を示し、その後、維持・向上傾向を示していた。
幼児の体力の変化を調査している先行研究で
は、1980（昭和55）年代後半から2000（平成
12）年代初めまでは体力低下が続いていたが4,5）、
2008年頃には体力低下の傾向が下げ止まったこ
とが報告されている６）。本研究の結果からは、
年中および年長児については、2008年以降は一
部の種目にて体力が向上傾向に転換した可能性
が示されたと言える。
　一方で、年中男児および年長児の25m走につ
いては、他の３種目と異なり、成績が下げ止ま
ることがなく低下し続けている。さらに、年少
児においても男児では25m走、男児と女児とも
に立ち幅跳びにおいて同様に成績が低下し続け
ている。特に、男児については、25m走のよう
ないわゆる“かけっこ”の運動能力が年少から年
長にかけて一貫して低下して続けていることに
なる。他の体力測定の結果が改善を示している
ことは良い傾向であるとは思われるが、走ると
いう単純な運動能力が低下しているという事実
からは、一概に体力が向上傾向に転じたとは言
い切れないと考えられる。女児の25m走におい
表４．年少児の運動能力における回帰分析による36年間の時代的変化
　 線形回帰 非線形回帰（二次曲線）†
　 係数 切片 寄与率 AIC‡ 係数1 係数2 切片 AIC‡
25m走 男児 0.03***  8.48*** 0.37 22.69 0.00 0.00 8.63*** 23.49
（秒） 女児 0.02  8.98*** 0.08 43.51 -0.09**  0.00** 9.61*** 33.71
片足けんけん 男児 NA NA NA NA NA NA NA NA
（cm） 女児 NA NA NA NA NA NA NA NA
立ち幅跳び 男児 -0.47*** 68.69*** 0.47 161.78 -0.20 -0.01 67.10*** 163.10
（cm） 女児 -0.41*** 62.13*** 0.54 147.46 -0.07 -0.01 60.16*** 147.84
身体支持 男児 NA NA NA NA NA NA NA NA
（秒） 女児 NA NA NA NA NA NA NA NA
†：y=切片+係数１×time＋係数２×time ２ 
‡：赤池情報量基準
*; p<0.05, **; p<0.01, ***; p<0.001 
NA：Not applicable（データ欠損による解析不能）
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ては、年少と年中では低下傾向が持続している
ことはないが、年長では低下傾向が男児と同様
に継続している。従って、女児についても体力
が向上に転じたとは言い切れない可能性があ
る。 また、年少児における立ち幅跳びの低下も、
年中児や年長児における25m走の低下とある種
の共通した問題を抱えている可能性が考えられ
る。何故ならば、25m走も立ち幅跳びも下肢の
運動能力を反映する体力測定である。すなわち、
25m走や立ち幅跳びの成績低下が続いている原
因は、下肢の運動能力が2008年以降も低下し続
けている可能性を示す結果ではないかと考えら
れる。以上のことから、幼児の体力に関しては、
2008年以降は一部の体力項目については向上し
つつある半面、“かけっこ”や“跳びあがる”といっ
た単純な下肢の運動能力については低下傾向に
歯止めがかかっていないことが示唆された。
　本研究の限界として、単一の幼稚園における
検討であるため、本研究で得られた結果が日本
の幼児の体力の推移を反映しているか否かは明
言できない。また、体力測定の推移の変化に影
響を与える要因については、本研究のデータだ
けでは検証することができないため不明であ
る。加えて、本研究の対象とした幼稚園におい
て行われている体力測定は、先行研究４- ６）で行
われている体力測定の方法と異なる点があるた
め、一概に比較ができない部分もある可能性は
否定できない。
結語
　単一の幼稚園において、直近までの40年間の
体力測定の結果の推移について、年少、年中、
年長それぞれに関して分析をした。その結果、
年長児と年中児では体力測定の種目によって
2008年頃より維持・向上傾向を示していた。一
方、25m走や年少児の立ち幅跳びについては、
40年間にわたり一貫して低下傾向をしており、
“かけっこ”や“跳びあがる”といった単純な下肢
の運動能力については低下傾向に歯止めがか
かっていないことが示唆された。
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